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ご注意 CAUTION 
 

ﾘﾆｱｻｰﾎﾞｱｸﾁｭｴｰﾀ取付け上の注意 
 
ﾘﾆｱｻｰﾎﾞｱｸﾁｭｴｰﾀの取付けは、次の表を原則としています。 

取付けの際は、ご注意ください。（特注対応品を除く） 
 

 

    ○：設置可能 

    ×：設置不可 

型式 水平平置き設置 垂直設置 横立て設置 天吊り設置

S6 ○ × ○ × 

S8 ○ × ○ × 

S10 ○ × ○ × 

H8 ○ × ○ × 

L15 ○ × × × 

N10 ○ × × × 

N15 ○ × × × 

N19 ○ × × × 

W21 ○ × × × 
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全　般

●下記の用途に使用しないでください。
１．人命および身体の維持、管理等に関わる医療器具
２．人の移動や搬送を目的とする機構、機械装置
３．機械装置の重要保安部品
当該製品は高度な安全性を必要とする用途に向けて企画、設計されていません。人命を保証しません。
また、保証の範囲は納入する当該製品だけです。

設　置

●発火物、引火物、爆発物等の危険物が存在する場所では使用しないでください。発火、引火、爆発の可
能性があります。
●製品を取り付ける際には、必ず確実な保持、固定（ワークを含む）を行なってください。製品の転倒、
落下、異常作動等によって、ケガをする可能性があります。

危　険

安全上のご注意（ご使用の前に必ずお読みください）

本製品の取付け、運転、保守、点検の前に、この取扱説明書と本製品に接続されるすべての機器および周
辺装置の取扱説明書および関連書類をすべて熟読し、正しくお使いください。また、これらの作業は、機
器や安全に関する十分な知識を持った方によって行ってください。以下に示す注意事項は、製品を正しく
安全にお使いいただき、人体への危害や財産の損害を未然に防止するためのものです。

この取扱説明書では、安全注意事項を「危険」「警告」「注意」「お願い」にランク分けしています。

なお、 や　　　　　　であっても、状況によっては重大な結果を招く可能性が
あります。
いずれも重要な内容を記載しています。ご熟読の上、十分に注意してお取扱いください。
また、本取扱説明書は、必要なときにいつでも取り出して読めるよう大切に保管するとと
もに、必ず最終ユーザ様まで、お届けいただきますようお願いいたします。

危　険 取扱いを誤ると、死亡または重傷に至る危険が差し迫って生じると想定される内容です。

警　告 取扱いを誤ると、死亡または重傷に至る可能性が想定される内容です。

注　意 取扱いを誤ると、傷害または物的損害の可能性が想定される内容です。

お願い 傷害の可能性はないが、当該製品を適切に使用するために守っていただきたい内容です。

注　意 お願い
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●本体、コントローラに水滴、油滴などがかかる場所での使用は避けてください。
●製品のケーブルの長さを延長または短縮するために、ケーブルの切断再接続は絶対に行わないでくださ
い。火災の可能性があります。

運　転

●製品の作動中または作動できる状態のときは、機械の作動範囲に立ち入らないでください。アクチュエ
ータが不意に動くなどして、ケガをする可能性があります。

●ペースメーカー等を使用している方は、製品から30cm以内に近づかないでください。製品内の強力な
マグネットの磁気により、ペースメ―カーが誤作動を起こす可能性があります。

●製品に水をかけないでください。水をかけたり、洗浄したり、水中で使用すると、異常作動によるケガ、
感電、火災などの原因になります。

保守、点検、修理

●製品は絶対に改造しないでください。異常作動によるケガ、感電、火災等の原因になります。
●製品の基本構造や性能・機能に関わる不適切な分解組立は行わないでください。ケガ、感電、火災など
の原因になります。

全　般

●製品の仕様範囲外では使用しないでください。仕様範囲外で使用されますと、製品の故障、機能停止や
破損の原因となります。また、著しい寿命の低下を招きます。特に、最大積載重量や最大速度は守って
ください。

設　置

●非常停止、停電などシステムの異常時に、機械が停止する場合、装置の破損・人身事故などが発生しな
いよう、安全回路あるいは装置の設計をしてください。

●アクチュエータ、コントローラは必ず、Ｄ種接地工事（旧第３種接地工事、接地抵抗100Ω以下）をし
てください。漏電した場合、感電や誤作動の可能性があります。

●製品に電気を供給する前および作動させる前には、必ず機器の作動範囲の安全確認を行ってください。
不用意に電気を供給すると、感電したり、可動部との接触によりケガをする可能性があります。

●製品の配線は「取扱説明書」で確認しながら誤配線がないように行ってください。ケーブル、コネクタ
ーの接続は抜け、ゆるみのないように確実に行ってください。製品の異常作動、火災の原因になります。

運　転

●製品の可動部を手で動かすとき（手動位置合わせなど）はサーボオフ（テイーチングボックス使用で）
していることを確認してから行ってください。ケガの原因になります。

●ケーブルは傷をつけないでください。ケーブルに傷をつけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、巻き
付けたり、重いものを載せたり、挟み込んだりすると、漏電や導通不良による火災や感電、異常作動等
の原因になります。

●停電したときは電源を切ってください。停電復旧時に製品が突然動き出しケガ、製品の破損の原因にな
ります。

●製品に異常な発熱、発煙、異臭が生じた場合は、ただちに電源を切ってください。このまま使用すると
製品の破損や火災の可能性があります。

●異音が発生したり振動が異常に高くなった場合は、ただちに運転を停止してください。このまま使用す
ると製品の破損、損傷による異常作動、暴走等の原因になります。

警　告
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●製品の保護装置（アラーム）がはたらいた場合は、ただちに電源を切ってください。製品の異常作動に
よるケガ、製品の破損、損傷の可能性があります。電源を切った後、原因を調べ、その原因を取り除き、
電源を再投入してください。
●製品の上に乗ったり、足場にしたり、物を置かないでください。転倒事故、製品の転倒、落下によるケ
ガ、製品の破損、損傷による誤作動、暴走等の原因となります。

保守、点検、修理

●製品に関わる保守点検、整備または交換などの各種作業は、必ず電気の供給を完全に遮断してから行っ
てください。なお、この時下記の事項を守ってください。
１．作業中、第三者が不用意に電源を入れないよう「作業中、電源投入禁止」などの表示を見やすい

場所に掲げてください。
２．複数の作業者が保守点検を行う場合は、電源の入り切り軸の移動は必ず声をかけて安全を確認し

て行ってください。

廃　棄

●製品は火中に投じないでください。製品が破裂したり、有毒ガスが発生する可能性があります。

設　置

●直射日光（紫外線）のあたる場所、塵埃、塩分、鉄粉のある場所、多湿状態の場所、有機溶剤、リン酸
エステル系作動油等が含まれている雰囲気中で、使用しないでください。短期間で機能が喪失したり、
急激な性能低下もしくは寿命の低下を招きます。
●腐食ガス（硫酸や塩酸など）の雰囲気で使用しないでください。錆の発生による強度の劣化の可能性が
あります。
●下記の場所で使用する際は、遮蔽対策を十分行ってください。措置しない場合は、誤作動を起こす可能
性があります。
１．大電流や高磁界が発生している場所 ３．静電気などによるノイズが発生する場所
２．溶接作業などアーク放電の生じる場所 ４．放射能に被爆する可能性がある場所

●振動や衝撃が伝わる場所には、設置しないでください。
●運転中になにか危険なことがあったとき直ぐ非常停止が掛けられる位置に非常停止装置を設けてくださ
い。ケガの原因になります。
●製品の取り付けには、保守作業のスペース確保をお願いします。スペースが確保されないと日常点検や、
メンテナンスなどができなくなり装置の停止や製品の破損につながります。
●製品の運搬、取付時は、リフトや支持具で確実に支えたり、複数の人により行うなど、人身の安全を確
保して十分に注意して行ってください。
●設置のとき、製品の可動部、ケーブルを持たないでください。ケガの原因になります。
●アクチュエータ、コントローラ間のケーブルは、必ず弊社の純正部品を使用してください。なお、アク
チュエータ、コントローラ、テイーチングボックスなど各構成部品は弊社の純正部品の組合せで使用し
てください。
●ブレーキ機構は、垂直軸電源オフ時のスライダ落下防止用です。安全ブレーキなどに使用しないでくだ
さい。
●据付・調整等の作業を行う場合は、不意に電源などが入らぬよう「作業中、電源投入禁止」などの表示
をしてください。不意に電源等が入ると感電や突然のアクチュエータの作動によりケガをする可能性が
あります。

注　意
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運　転

●電源を投入するときは上位の機器から順に投入してください。製品が急に起動し、ケガ、製品破損の原
因になります。

●製品の開口部に指や物を入れないでください。火災、感電、ケガの原因になります。
●製品の30cm以内にフロッピーデイスクおよび磁気媒体等を近づけないでください。マグネットの磁気
によりフロッピーデイスク内のデータが破壊される可能性があります。

●製品の上に乗ったり、足場にしたり、物をおくことによる駆動部分への傷、打痕、変形を与えないでく
ださい。製品の破損、損傷による作動停止や性能低下の原因になります。

保守、点検、修理

●アクチュエータのグリースを塗布するときは保護メガネを使用してください。グリースが飛び目に入る
と目の炎症をおこします。

設　置

●機械装置等の作動部分は、人体が直接触れることがないよう防護カバー等で隔離してください。
●停電時にワークが落下するような制御を構成しないでください。機械装置の停電時や非常停止時におけ
る、テーブルやワーク等の落下防止制御を構成してください。

●テーブルの直進精度を上げ、ボールネジおよびリニアガイドの滑らかな運動を確保するために、下記の
事項に注意してください。
１．本体の取付面は平面度0.05�以内に仕上げてください。
２．アクチュエータの剛性を得るために、設置取付面を十分とってください。

設置・運転・保守

●製品を扱う場合は、必要に応じて保護手袋、保護メガネ、安全靴等を着用して安全を確保してください。

保守、点検、修理

●保守のとき、ガイド用及びボールネジ用グリースは指定のグリースを使用してください。特に、フッ素系グリ
ースと、リチウム系グリースが混ざると潤滑不良や抵抗増大等により機械に損傷を与える場合があります。

廃　棄

●製品が使用不能、または不要になった場合は、産業廃棄物として適切な廃棄処置を行ってください。

■「安全上のご注意」全般についてお守りいただけない場合は、弊社は一切の責任を負えま
せん。

お願い

その他
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1. はじめに

お買い上げいただき誠にありがとうございます。

本取扱説明書は、アクチュエータの正しい取扱い方や構造・保守等について解説したものです。

お使いになる前に、必ずこの取扱説明書をお読みのうえ、正しくお取扱い下さいますよう、お願い
申し上げます。本書は大切に保管し、必要に応じて適当な項目をご再読願います。

尚、作動に関しては，コントローラの取扱説明書も併せて充分にお読み下さい。

2. 安全上の注意

2.1 基本的な取扱い

・本取扱説明書及びコントローラ取扱説明書に記していない取扱い及び操作等に関しては、でき
ないものと考え行わないで下さい。

・アクチュエータ、コントローラ間の配線は、必ず、弊社純正品をお使い下さい。

・機械が作動中の状態または電源が投入されている時は、機械の作動範囲に人が立ち入ることは
危険を伴う恐れがありますので、絶対に避けて下さい。

2.1 保守点検作業

・保守点検作業は、必ず、コントローラの電源を遮断して行って下さい。

・点検作業中に第三者が不用意に電源を入れないよう、充分配慮して下さい。

・作業中はその旨を明記したプレート等を見やすい場所に表示して下さい。

・複数の作業者が保守点検を行う場合は、互いの安全を確認して作業を進めて下さい。特に電源
の入切や、軸移動を伴う作業は必ず声を出し、安全を確認して行って下さい。

2.3 永久磁石について

本アクチュエータは高性能希土類永久磁石を使用しております。

このため、特にペースメーカなどの医療器具を使用されている場合に、医療器具の誤作動の原因
になる可能性がありますので、ペースメーカ等、医療器具をご使用の場合には本製品の30cm以内
に近づくことの無いようお願いいたします。

（注意）

・本書の内容は、改良、改善の為、将来予告なしに変更する事があります。

・本書の内容に関しましては万全を期していますが、万一誤りやお気付きの点がございましたら、
弊社技術サービス課または営業技術課までご連絡下さい。
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2.4 安全に関する規則等

産業用ロボットの安全に関するJIS規格として、「産業用ロボットの安全規則」（JIS B8433）が
1983年3月1日に制定され、一方労働省は同年7月1日から「労働安全衛生規則」の一部を改正して
産業用ロボットの定義や安全対策等に関する規則を施工しています。ここでは、参考として
「労働安全衛生規則」の中から、産業用ロボットの安全対策としてとりわけ重要だと思われる
規則について紹介します。

●特別教育（第36条第31号、第32号）

第36条

第31号　　マニピュレータ及び記憶装置（可変シーケンス制御装置及び固定シーケンス制御装置
を含む。以下この号において同じ。）を有し、記憶装置の情報に基づきマニピュレータの伸縮、
屈伸、上下移動、左右移動若しくは旋回の動作叉はこれらの複合動作を自動的に行うことができ
る機械（研究開発中のものその他労働大臣が定めるものを除く。以下「産業用ロボット」という。）
の可動範囲（記憶装置の情報に基づきマニピュレータその他の産業用ロボットの各部の動くこと
ができる最大の範囲をという。以下同じ。）内において当該産業用ロボットについて行うマニピ
ュレータの動作の順序、位置若しくは速度の設定、変更若しくは確認（以下「教示等」という。）
（産業用ロボットの駆動源の遮断して行うものを除く。以下この号において同じ。）叉は産業用
ロボットの可動範囲内において当該産業用ロボットについて教示等を行う労働者と共同して当該
産業用ロボットの可動範囲外において行う当該教示等に係わる機器の操作の業務

第32号　　産業用ロボットの可動範囲内において行う当該産業用ロボットの検査、修理若しくは
調整（教示等に該当するものを除く。）若しくはこれらの結果の確認（以下この号において
「検査等」という。）（産業用ロボットの運転中に行うものに限る。以下この号において同じ。）
叉は産業用ロボットの可動範囲内において当該産業用ロボットの検査等を行う労働者と共同して
当該産業用ロボットの可動範囲外において行う当該検査等に係る機器の操作の業務

●自動運転中の危険防止

第150条の4 事業者は、産業用ロボットを運転する場合（教示等のために産業用ロボットを
運転する場合及び産業用ロボットの運転中に次条に規定する作業を行わければならない場合に
おいて産業用ロボットを運転するときを除く）において、当該産業用ロボットに接触することに
より労働者に危険が生ずるおそれのあるときは、さく叉は囲いを設ける等当該危険を防止する
ために必要な措置を講じなければならない。
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●教示等における安全確保

第150条の3 事業者は産業用ロボットの可動範囲内において当該産業用ロボットについて教示
等の作業を行うときは、当該産業用ロボットの不意の作動による危険叉は当該産業用ロボットの
誤操作による危険を防止するため、次の措置を講じなければならない。ただし、第1号及び第2号
の措置については、産業用ロボットの駆動源を遮断して作業をこなうときは、この限りでない。

1 次の事項について規定を定め、これにより作業を行わせること。

イ　産業用ロボットの操作の方法及び手順

ロ　作業中のマニピュレータの速度

ハ　複数の労働者に作業を行わせる場合における合図の方法

ニ　異常時における措置

ホ　異常時に産業用ロボットの運転を停止した後、これを再起動させるときの措置

へ　その他産業用ロボットの不意の作動による危険叉は産業用ロボットの誤操作による危
険を防止するために必要な措置

2 作業に従事している労働者叉は当該労働者を監視する者が異常時に直ちに産業用ロボット
の運転を停止することができるようにするための措置を講ずること。

3 作業を行っている間産業用ロボットの起動スイッチ等に作業中である旨を表示する等作業に
従事している労働者以外の者が当該起動スイッチ等を操作することを防止するための措置を
講ずること。

●検査等の作業時の安全確保

第150条の5 事業者は、産業用ロボットの可動範囲内において当該産業用ロボットの検査、修
理調整（教示等に該当するものを除く。）掃除若しくは給油叉はこれらの結果の確認の作業を行
うときは、当該産業用ロボットの運転を停止するとともに、当該作業を行っている間当該産業用
ロボットの起動スイッチに鍵をかけ当該産業用ロボットの運転中に作業を行わなければならない
場合において、当該産業用ロボットの不意の作動による危険叉は当該産業用ロボットの誤操作に
よる危険を防止するため、次の措置を講じたときは、この限りでない。

1 次の事項について規定を定め、これにより作業を行わせること。

イ　産業用ロボットの操作の方法及び手順

ロ　複数の労働者に作業を行わせる場合における合図の方法

ハ　異常時における措置

ニ　異常時に産業用ロボットの運転をした後、これを再起動させるときの措置

ホ　その他産業用ロボットの不意の作動による危険叉は産業ロボットの誤操作による危険
を防止するために必要な措置

2 作業に従事している労働者叉は当該労働者を監視する者が異状時に直ちに産業用ロボット
の運転を停止することができるようにするための措置を講ずること。

3 作業を行っている間産業用ロボットの運転状態を切り換えるためスイッチ等に作業中であ
る旨を表示する等作業に従事している労働者以外の者が当該スイッチ等を操作することを
防止するための措置を講ずること。
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●点検

第151条　　事業者は、産業用ロボットの可動範囲内において当該産業用ロボットについて教示等
（産業用ロボットの駆動源遮断を遮断して行うものを除く。）の作業を行うときは、その作業を
開始する前に、次の事項について点検し、異常を認めたときは、直ちに補修その他必要な措置を
講じなければならない。

1 外部電線の被覆叉は外装の損傷の有無

2 マニピュレータの作動の有無

3 制動装置及び非常停止装置の機能

以上、示した中で労働安全規則「特別教育（第36条第31号）」に産業用ロボットの定義として、
「マニピュレータ及び記憶装置（可変シーケンス制御装置及び固定シーケンス制御装置を含む。
以下この号において同じ。）を有し、記憶装置の情報に基ずきマニピュレータの伸縮、屈伸、上下
移動、左右移動若しくは旋回の動作叉はこれらの複合動作を自動的に行うことができる機械
（研究開発中のものその他厚生労働大臣が定めるものを除く。以下「産業用ロボット」という。）」

とあるが、文中下線部の厚生労働大臣の適用外仕様（産業用ロボットとは看做されないもの）は
次の通り。

（1）定格出力（駆動用原動機が複数の場合はそのうちの最大のもの）が80Ｗ以下の原動機をもつ
機械

（2）固定シーケンスで伸縮、上下移動、左右移動叉は旋回の動作の内、何れか1つの動作の単調
な繰り返し行う機械

（3）円筒座標形の機械の旋回軸を中心として、半径300mm以下の動作範囲のもの

（4）円筒座標形の機械の旋回軸を中心から半径300mmの球内面に作動範囲のあるもの

（5）直交座標形でマニピュレータの先端移動量が何れの方向にも300mm以下の移動量をもつもの

（6）直交座標系で左右方向の移動量が300mm以下の場合で、上下方向の移動量が100mm以下の
もの

（7）円筒、極直交の何れの２以上組み合わされたものについては（3）～（5）に規定する要件に
全て適合できるもの

（8）マニピュレータの先端部が単調な直線運動の繰り返しを行うもの
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3. 保証

3.1 保証期間

保証期間は以下のいずれか先に達した期間と致します。

3.2 保証範囲

上記期間中に弊社の責任により故障を生じた場合は、無料で修理を行います。

但し、次に該当する事項に関しては、保証範囲から除外されます。

・　塗装の自然退色等、経時変化

・　消耗部品の使用による損耗

・　機能上に影響のない発生音等、感覚的現象

・　使用者側の不適当な取扱い、並びに保守点検の不備

・　弊社または弊社代理店以外の改造

・　弊社以外のコントローラを用いた事が原因で起きた故障

・　天災、事故、火災等による場合

尚、保証は納入品単体の保証とし、納入品の故障により誘発される損害はご容赦願います。

修理は工場持ち込みによるものと致します。

技術者派遣は保証期間内であっても別途費用を申し受けさせていただきます。

●　弊社出荷後18ヶ月。

●　ご指定場所に納入後12ヶ月。

●　稼動2500時間。
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4. 各部の名称

アクチュエータ各部の名称を次に示します。

本説明書ではアクチュエータを水平に置いた状態で上面かつ原点側からアクチュエータを見て
左右を表します。また、前面とは反原点側を意味します。

4.1 小型タイプ　H8SS,H8SM*1,H8HS,H8HM*1

*1マルチスライダタイプ：スライダが、2台取り付いています。

エンドカバー 

スライダカバー 
スライダ 左側 

原点側 
※1

ステンレスシート 

ケーブルベヤ ケーブル サイドカバー 右側 

エンドカバー エンドカバー 

スライダ リニアガイド 左側 

原点側 
※1

ケーブルベヤ ケーブル 右側 

※1 上図では、ケーブルを上側にして、右側が原点になっております。
原点側は、出荷時にお客様の指定方向に調整してあり、図の方向と異なる場合があります。

4.2 扁平タイプ　L15SS,L15SM*1

*1マルチスライダタイプ：スライダが、2台取り付いています。
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5. 運搬、取扱い

5.1 単体での取扱い
アクチュエータ単体で運搬する場合には次の事項に注意してください。

5.1.1 梱包状態での取扱い

特にご指定がない場合、出荷は単軸の場合は各軸毎に梱包しております。

極力ぶつけたり落下せぬよう運搬取扱いには充分な配慮をお願い致します。

・重い梱包は作業者単独では持ち運ばないでください。
・静置するときは水平状態としてください。
・梱包の上に乗らないでください。
・梱包が変形するような重い物、あるいは荷重の集中する品物を乗せないでください。

5.1.2 梱包から出した状態での取扱い

アクチュエータを梱包から出して取扱う時はベース部分を持ってください。

警告

・アクチュエータの各部に無理な力を加えないでください。特にケーブル、ケーブルベア、スライダを
もって運搬しないようにしてください。
・本アクチュエータは高性能希土類永久磁石を使用しております。このためペースメーカ等の医療器具
を使用される方は、本アクチュエータの30cm以内に接近しないようお願いいたします。
・ステンレスシート取扱いの注意
ステンレスシートは柔軟性を持たせるため厚みが約0.1mmと薄いため、打痕や傷が付き易く、傷つい
た状態でご使用になりますと破断の原因になります。

●運搬時の禁止事項

スライダを持って運ばない ケーブルを持って運ばない

ケーブルベアを持って運ばない ステンレスシートを持って運ばない
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5.2 組付け状態での取扱い

アクチュエータの各軸を組み付けた状態で運搬する際は下記の注意を願います。

5.2.1 弊社より組付けた状態での出荷

ご指定いただいた機械は弊社にて組付け後、出荷試験を行い、スキッドに外枠を打付けた梱包を
施してお届けいたしております。

梱包は運搬中にスライダが不用意に移動せぬよう固定してあります。また組合せユニットのアク
チュエータの場合、先端部が外部振動により大きく振れぬよう固定してあります。

・この梱包は落下あるいは衝突による衝撃に耐えるための特別な配慮をしておりません。取扱い
は慎重に行ってください。また外枠は上積み荷重には耐えられませんので、上に重量物を乗せ
ないでください。

・ロープ等で吊り上げる場合はスキッド下面の補強枠から支えてください。フォークで持ち上げる
場合も同様にスキッド下面から持ち上げてください。

・下ろす際には衝撃が加わったり、バウンドしないように扱ってください。

◆開梱後は下記に従って取扱って下さい。

5.2.2 周辺機器と組付け状態での取扱い

弊社より組付け状態で出荷した機械を開梱後、あるいは御社にて組付けを行った機械を、組付け
状態で運搬する場合は、次の注意事項に従った取扱いをお願いいたします。

・運搬中スライダが不用意に移動しないよう、スライダ部を固定してください。

・アクチュエータの先端部が張り出している場合、先端部が外部振動により大きく振れないよう
適切な固定をしてください。

・先端を固定しない状態での運搬では0.3G以上の衝撃を加えぬようにしてください。

・アクチュエータを含む周辺機器をロープ等で吊り上げる際は本体に直接、ロープが触れない
ようにしてください。

・ロープの荷重は適切な緩衝材を通して直接ベース本体が受けるようにしてください。

・Y軸は先端を別のロープで支え、安定した水平姿勢を保持するようにしてください。叉この
ときスクリュカバーに荷重が加わらぬよう注意してください。

・本体の各部ブラケット、カバー、あるいはコネクタボックスに荷重が加わらぬよう注意してくだ　
さい。
またケーブルが挟まれたり、無理な変形がないようにしてください。
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6. 設置環境、保存環境

6.1 設置環境

設置にあたっては次の条件を満たす環境としてください。

・直射日光があたらないこと。

・熱処理炉等、大きな熱源からの輻射熱が機械本体に加わらないこと。

・周囲温度は0～40℃

・湿度85％以下、結露のないこと。

・腐食性ガス、可燃性ガスのないこと。

・通常の組立作業環境であり、塵埃が多くないこと。

・オイルミスト、切削液がかからないこと。

・衝撃や振動が伝わらないこと。

・甚だしい電磁波、紫外線、放射線がないこと。

・本製品は耐薬品性の考慮はされておりません。

一般には作業者が保護具または保護着なしで作業できる環境です。

6.2 保存環境

保存環境は設置環境に準じますが、長期保存では特に結露の発生がないよう配慮ください。

特にご指定のない限り、出荷時に水分吸収剤は同梱してありません。結露が予想される環境での
保存の場合、梱包の外側から全体を、あるいは開梱して直接、結露防止処理を施してください。

保存温度は短期間なら60℃まで耐えますが、1ヵ月以上の保存の場合は50℃までとしてください。
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7. 据付

据付時の注意

ステンレスシートは柔軟性を持たせるため厚みが約0.1mmと薄いため、打痕や傷が付き易く、
傷付いた状態でご使用になりますと破断の原因になります。

据付時には以下の点にご注意ください。

打痕

3.ステンレスシート周辺で粉塵や鉄粉を発生させないでください。

もし発生した場合は、作業後に十分拭き取ってください。

ステンレスシートに異物が付着した状態で動作させると、スライダ内部での挟み込みによって、
シートの傷や波打ち、浮き等の原因となります。

叉サイドカバーにステンレスシート吸着用の磁石が貼り付けてあり、金属片、鉄粉等が付着し易く、
周辺の環境に注意が必要です。

1.シートを直接手で押えないようにして
ください。

2.シートに工具類やワークを落下させ打痕
を付けないようご注意してください。
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7.1 本体の据え付け

7.1.1 小型タイプ　H8SS,H8SM,H8HS,H8HM

ベース裏面には取付用のタップ穴が設けてあります。据え付けにはこのタップ穴をご利用ください。

ベース取付用ネジ有効深さは以下の通りです。ボルトの先端がつき出ないように注意してください。

また位置決めピン用リーマ穴が設けてあります。

7.1.2 扁平タイプ　L15SS,L15SM

アクチュエータベースの裏側には取付用のT溝が設けてあります。据付にはベースT溝及び付属
ナットをご利用ください。また、ボルト先端がT溝底部に接触せぬように注意してください。また
位置決めピン用リーマ穴が設けてあります。

本体を取付ける面は機械加工面か、それに準じる精度を持つ平面にしてください。

タップ径 タップ有効長 リーマ穴

M5 10mm φ4H10深さ5mm

リーマ穴
φ4H10深さ6mm
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7.2 据え付け面

・架台は充分な剛性を有すると構造とし、振動発生を避けてください。

・アクチュエータ取付け面は機械加工、叉それに準じた精度を持つ平面とし、その平面度は
±0.05mm以内としてください。

・保守作業が出来るようなスペースを設けてください。

・アクチュエータのベース側面と下面はスライダの走りに対する基準面となっております。

・走行精度を必要とされる場合はこの面を基準に取付けを行ってください。

基準面 

（ベース側面） （ベース側面） 

基準面 

小型タイプ　H8SS,H8SM,H8HS,H8HM 扁平タイプ　L15SS,L15SM

基準面

（ベース側面）

基準面

（ベース側面）

注意：上図のようにベースサイドの面はスライダの走りに対する基準面となっていますので
精度が必要な場合はこの面を基準に取付けを行ってください。

ベース基準面を利用して架台に取付ける場合の加工は下図に従ってください。

Ｒ0
.3以
下 

A

A寸法

小型タイプ
2～3.5

H8SS,H8SM,H8HS,H8HM

扁平タイプ
2.5～4

L15SS
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7.3 締め付けネジ

・ベース取り付け尾ネジは六角穴付ボルトを使用して下さい。

・使用ボルトはISO－10.9以上の高強度ボルトを推奨します。

・ボルトと雄ネジの有効ねじ込み長さは次の値以上を確保してください。

雄ネジが鋼材の場合 → 呼び径と同じ長さ

雄ネジがアルミニウムの場合 → 呼び径の2倍

・推奨締付けトルクは以下の通りです。

ネジ呼び径
締め付けトルク

ボルト着座面が鋼の場合 ボルト着座面がアルミの場合

M5 7.5N･m（0.77kgf･m） 4.3N･m（0.44kgf･m）

7.4 コネクタボックスの取り付けとT溝

本体側面にはコネクタボックス等の外部機器を取り付けるため、T溝が設けてあります。

配線キットをお使いの場合は、コネクタボックスをこのT溝を利用して取り付けてください。

また、センサ取り付けや配線の固定等必要に応じ、自由にお使いください。

T溝寸法

機種 T溝ナット径

小型タイプ　H8SS,H8SM,H8HS,H8HM M3

扁平タイプ　L15SS M4

小型タイプ　H8SS,H8SM,H8HS,H8HM 扁平タイプ　L15SS,L15SM
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7.5 搬送物のスライダへの取り付け

・スライダにはタップ穴が設けてありますので、ここに搬送物を固定してください。
固定方法は本体据え付け方法に準じます。

・スライダを固定して本体側を移動させる場合も、同様にタップ穴を利用して取り付けます。

・スライダにはリーマ穴が2ヶ所あいていますので、取り付け、取り外し時の再現性を必要とさ
れる場合はこのリーマ穴を利用してください。また直角度などの微調整を必要とされる場合には
スライダのリーマ穴一ヶ所を用いて調整してください。

小型タイプ　H8SS,H8SM,H8HS,H8HM

65±0.02

80

5025

60

25

4-M5深さ10
（
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ー
マ
ピ
ッ
チ
±
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）
 

2-φ4H7深さ8
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20 20
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8-M5深さ5
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ー
マ
ピ
ッ
チ
±
0.
02
）
 

扁平タイプ　L15SS,L15SM

※注意：搬送物を取付ける際に、ステンレスシート上に接着剤、塗料などの粘性をもった物質
を付着させたり、局部的な力を加えて打痕を付けたりしないように注意してください。
スライダの動作不良やシートの破損の原因になります。
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ティーチング 
ボックス 

■上位システム（PLC） 

パソコン対応ソフト 
〈IA-101-X-MW〉 

制御電源 
駆動電源 

リニアサーボアクチュエータ 

XSELコントローラ 

モ
ー
タ
ケ
ー
ブ
ル 

エ
ン
コ
ー
ダ
ケ
ー
ブ
ル 

8. 配線ケーブル処理

・ケーブルを切断して延長したり、短縮、あるいは再結合しないでください。

・ケーブルを引っ張ったり、無理に曲げることのないようにしてください。

●コントローラとの接続図

X-SELコントローラとの接続例です。他に、接続可能なコントローラは、SSEL、SCONがあ
ります。
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9. 使用上の注意

9.1 アクチュエータに加わる負荷

仕様欄に示された負荷を超えないようにしてください。特にスライダに加わるモーメント、許容
張り出し長さ、積載重量に注意願います。

9.1.1 小型タイプ　H8SS,H8SM,H8HS,H8HM

Ma Mb Mc

小型タイプ　H8SS,H8SM,H8HS,H8HM 8.65（0.88） 8.65（0.88） 8.65（0.88）

許容負荷モーメント　　　　　　　単位：N･m（kgf･m）

Ma方向 Mb方向 Mc方向

小型タイプ　H8SS,H8SM,H8HS,H8HM 300以下 300以下 300以下

許容張り出し長さ　　　　　　　 単位：mm

※許容張り出し長は、取付物体の重心が張り出し長の1／2の場合です。

Mb

MaMc

モーメントの方向 

L L

許容張り出しの方向 

※注意：過大な負荷モーメントを加えた場合、ガイド寿命が短くなるなどの影響がでます。
また許容張り出し長を越えた使用では振動の発生やガイドの寿命に悪影響を及ぼす
恐れがあります。
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9.1.2 扁平タイプ　L15SS,L15SM

Ma Mb Mc

扁平タイプ　L15SS,L15SM 24.2（2.4） 24.2（2.4） 24.2（2.4）

許容負荷モーメント　　　　　　　単位：N･m（kgf･m）

Ma方向 Mb方向 Mc方向

扁平タイプ　L15SS,L15SM 525以下 525以下 525以下

許容張り出し長さ　　　　　　　 単位：mm

※許容張り出し長は、取付物体の重心が張り出し長の1／2の場合です。

Mb

Ma

Mc

モーメントの方向 

Ma方向 Mb,Mc方向 

許容張り出しの方向 

L L

※注意：過大な負荷モーメントを加えた場合、ガイド寿命が短くなるなどの影響がでます。
また許容張り出し長を越えた使用では振動の発生やガイドの寿命に悪影響を及ぼす
恐れがあります。
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9.2 原点復帰について

9.2.1 原点復帰の動作原理

次の手順で原点復帰します。

①原点復帰指令で移動方向を設定されたパラメータにより決定します。

②復帰動作でメカニカルエンドをソフトウエアにより検出します。

③エンドで反転した後、Z相信号を検出したところを基準点とします。

④さらにパラメータで設定されたオフセット量移動し、その位置が原点になります。

9.2.2 原点位置の微調整

ストッパに当たってからZ相信号が発生するまでのモータの移動量は出荷時に調整してあります。

スライダがストッパにあたってから反転し、原点位置で停止する時の反転距離の標準値を下表に
示します。

原点復帰方向が同じであれば、この値をもとに、パラメータを変更することで、アクチュエータ
の原点位置の微調整を行えます。次の手順で微調整を行ってください。

①原点復帰動作を行い原点を確認します。

②その後、希望する原点まで移動し、その差を確認してパラメータを修正します。パラメータ
は進行方向プラス側に設定変更が可能です。（マイナス方向は不可）

③オフセット量を大きくとるとその分移動範囲が制限されます。1mmを越えるオフセットを指定
した場合はソフトリミットも再設定してください。

9.2.3 原点方向の変更

納入後に原点方向を変更する場合は、移動方向パラメータの変更、エンコーダの調整が必要とな
りますので弊社までご相談ください。

機種名 メカストッパからの反転距離（mm）

小型タイプ　H8SS,H8SM,H8HS,H8HM 10

扁平タイプ　L15SS,L15SM 15
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9.3 ステンレスシートの部分に関して

小型タイプH8SS,H8SM,H8HS,H8HMのステンレスシートはサイドカバー上のラバーマグネット
により吸着されています。鉄粉等の磁性体が雰囲気中に多く含まれている場合、ステンレスシー
トとラバーマグネットの間に磁性体が吸着され不具合を生じる事があります。従って、この様な
環境下での使用は避けてください。

・ステンレスシート上に接着剤、塗料などの粘性を持った物質が付着すると、スライダの動作不良
やシートの破損につながりますので避けてください。

・ステンレスシートに局部的な力を加えたりすると変形して不具合を生じる場合がありますので
注意をしてください。叉、設置時や搬送時にステンレスシート部分を掴んだり、押えたりしない
でください。シートの破損の原因になります。

1.シートを直接手で押えないようにして
ください。

2.シートに工具類やワークを落下させ打痕
を付けないようご注意してください。

打痕
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10. 選定条件

サーボアクチュエータを使用するには、以下の2つの条件をクリアしている事が必要です。

条件①　加速に必要な推力　がリニアサーボアクチュエータの　最大推力以下　であること。

条件②　連続運転推力　がリニアサーボアクチュエータの　定格推力　でありこと．

台形パターンを例に取りながら、説明します。

速度 

時間 
ta

t

tctdtf

t ：1サイクルの動作時間（sec）

ta ：加速時間（sec）

tf ：一定速の移動時間（sec）

td ：減速時間（sec）

tc ：収束時間（0.15sec）

推力 

時間 

Fa Ff

t

tdtfta

Fd

Fa ：加速に必要な推力（Ｎ）

Ff ：走行抵抗（Ｎ）

Fd ：減速に必要な推力（Ｎ）

上記運転パターンについて縦軸を推力にして書き直すと、
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10.1 選定方法について

条件①最大推力
スライダが指令通りに加速する為には、加速に必要な推力Faが、リニアサーボアクチュエータの
最大推力より小さいことが必要となります。

推力Faは下記の計算式で求められます。

Fa＝（M＋m）・a＋Ff
M ：スライダ自重
m ：スライダ積載質量（kg）
a ：指令加速度（m/s2）※　　　※1G＝9.8m/s2

Ff ：走行抵抗（N）

リニアサーボアクチュエータの場合、走行抵抗は速度に依存し、経験的に以下のように表されま
す。

【リニアサーボアクチュエータの走行抵抗】
Ff＝2V＋10 V：スライダ移動速度（m／s）

ここで求めたFaがリニアアクチュエータの最大推力より小さければ条件1をクリアした事になり
ます。

【スライダ自重】

●小型タイプ　H8SS,H8SM ：1.5kg

●小型タイプ　H8HS,H8HM ：2.0kg

●扁平タイプ　L15SS,L15SM：1.5kg

リニアサーボアクチュエータ　小型タイプ H8HS,H8HM 最大推力→180N

リニアサーボアクチュエータ　小型タイプ H8SS,H8SM 最大推力→90N

リニアサーボアクチュエータ　扁平タイプ L15SS,L15SM 最大推力→90N
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条件②連続運転推力
負荷やデューティを考慮した連続運転推力Ftが、リニアサーボアクチュエータの定格推力より、
小さいことを確認します。

ここでFdは減速に必要な推力で、下記の計算式で求められます。

Fd＝（M＋m）・d－Ff
M ：スライダ自重
m ：スライダ積載質量
d ：指令減速度（m/s2）
Ff ：走行抵抗（N）

このようにして求めた連続運転推力Ｆｔが定格推力より小さければ、運転可能です。

以上の条件1、条件2を同時に満たす運転条件であれば、動作可能となります。
もし、いずれかの条件を満たすことが出来ない場合には、スライダ積載重量を減らす、加速度を
落とす、デューティを下げる等の対策を講じてください。

リニアサーボアクチュエータ　小型タイプ H8HS,H8HM 定格推力→60N

リニアサーボアクチュエータ　小型タイプ H8SS,H8SM 定格推力→30N

リニアサーボアクチュエータ　扁平タイプ L15SS,L15SM 定格推力→30N

【スライダ自重】

●小型タイプ　H8SS,H8SM ：1.5kg

●小型タイプ　H8HS,H8HM ：2.0kg

●扁平タイプ　L15SS,L15SM：1.5kg



t

tdtfta
時間 

速度 
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10.2 例題

前途からの選定方法を用いて、モータ選定作業行ってみます。

★運転条件

・使用機種 ：小型タイプ H8SS

・速度 ：2.5m/s

・加速度 ：19.6m/s2（減速度も同値とします）

・移動距離 ：1.5m

・スライダ積載重量 ：3kg

・ストローク1.5mの往復動作とします。

上記動作パターンをグラフにしてみると、
右図のようになります。

では選定方法に従い計算を行います。

条件①最大推力を求めます。
前途の最大推力式に上記運転パターンを代入します。

Fa＝（M＋m）・a＋Ff
ここで

M ：スライダ自重（リニアサーボアクチュエータ　小型タイプH8SSでは1.5kgです。）
m ：スライダ積載重量（kg）：本例題の場合、3kgです。
a ：指令加速度（m/s2） ：本例題の場合、19.6m/s2です。
Ff ：走行抵抗（N） ：本例題の場合、15Nです。

これより

Fa＝4.5×19.6＋15 →　103.2Nとなります。

リニアサーボアクチュエータ小型タイプH8SSの場合、最大推力は90Nなので、
最大推力はNGであることがわかります。

このため、指定加速度を14.7m/s2に下げてみます。

Fa＝4.5×14.7＋15 →　81.5Nとなります。

リニアサーボアクチュエータ小型タイプH8SSの場合、最大推力は90Nなので、
最大推力はOKであることがわかります。
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条件②連続運転推力を求めます。
前途の連続運転推力式に上記運転パターンを代入します。

なお、指定加速度は、最大推力の検討結果を受け、14.7m/s2とします。

ここで

Fa＝81.5N Ff＝15N Fd＝51.15N

ta＝td＝0.17s tf＝0.43s t＝0.92s（収束時間0.15sを含む）

これより

Ft＝42.49N

となり、リニアサーボアクチュエータ小型タイプH8SSの定格推力30Nをオーバしているので、
この運転パターンでは運転できないことがわかります。

そこでデューティを少し下げてみます。

ここでは、t＝2s（収束時間0.15sを含む）として、再計算すると、

Ft＝28.82N

となり、運転可能であることがわかります。

td tctfta
時間 

速度 
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11. 保守点検

11.1 点検項目と点検時期

次に示された期間で保守点検を行って下さい。

稼働状況は1日8時間の場合です。

昼夜連続運転等、稼働率の高い場合は状況に応じ点検期間を短縮して下さい。

外部目視検査 内部検査
始業点検 ○
稼動後1ヶ月 ○
稼動後半年 ○ ○
稼動後一年 ○ ○
以後半年毎 ○
一年毎 ○ ○

点検箇所 点検内容 備考
本体 本体取り付けボルト等の緩み
ケーブル類 傷の有無、コネクタ部の接続確認
ステンレスシート 傷の有無、弛み 本編13参照
総合 異音、振動

11.2 外部目視検査

外部目視検査では次の項目を確認して下さい。

※ステンレスシートの寿命は走行距離5000kmを目安としてください。
但し、使用状況に応じ、適宜ステンレスシートを交換願います。

11.3 外部清掃

・外面の清掃は随時行って下さい。

・清掃は柔らかい布等で汚れを拭いて下さい。

・隙間から塵埃が入り込まない様、圧縮空気を強く吹き付けないで下さい。

・石油系溶剤は樹脂、塗装面を傷めるので使用しないで下さい。

・汚れが甚だしい時は中性洗剤またはアルコールを柔らかい布等に含ませて軽く拭き取る程度に
して下さい。
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11.4 内部検査

11.4.1 小型タイプ　H8SS,H8SM,H8HS,H8HM

電源を切った状態でステンレスシートをめくり目視点検を行います。

内部検査は次の項目を確認してください。

確認は内部への塵埃等異物混入の有無と潤滑状態、ガイド部のガタです。

グリースは色が褐色になっていても走行面が濡れた様に光っていれば潤滑は良好です。

内部確認の手順を以下に示します。

①スライダを原点側に移動させます。

②対辺7mmのソケットレンチを用いてシート押えのネジを外します。

③シートをめくり内部の確認をします。

④確認が終わりましたら逆の手順で組み立てを行います。

点検箇所 点検内容 備考
本体 本体取付けボルト等の緩み

ガイド部 潤滑の状態、汚れ、ガタ
異常がある場合は、弊社に
連絡してください。

注意：内部確認時にステンレスシートを無理に曲げたり、傷をつける事のない様に注意して
下さい。
シートを引っ張ったりして、初期の取付け状態が変わる事のない様にして下さい。
取付け状態が変わるとシートの片寄りや寿命に影響しますので、この様な場合には
当社営業技術課までお問い合わせ下さい。
またステンレスシートの端面でケガをする恐れがありますので、手袋を着用するなど
して作業を行ってください。

11.4.2 扁平タイプ　L15SS,L15SM

電源を切った状態で点検を行います。

内部検査は次の項目を確認してください。

確認は内部への塵埃等異物混入の有無と潤滑状態、ガイド部のガタです。

グリースは色が褐色になっていても走行面が濡れた様に光っていれば潤滑は良好です。

点検箇所 点検内容 備考
本体 本体取付けボルト等の緩み

ガイド部 潤滑の状態、汚れ、ガタ
異常がある場合は、弊社に
連絡してください。
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12. トラブルシューティング

12.1 故障かなと思ったら

エンコーダ断線エラー、ドライバー過負荷エラー、偏差オーバーフローエラーなどが起きた場合、
ロボットやコントローラが故障したと判断する前に、本文で示す手順で改善できないかご確認
ください。それでも改善しない場合は、詳細な症状を弊社までご連絡ください。

12.2 エンコーダ断線エラー（エラーコード：D12）

エンコーダ断線エラー 

YES ①コネクタが確実に接続されていない。 
②ピンが抜けかかっている。 
②接続する軸番が間違えている。 
　（モータ、エンコーダコネクタが入れ違い 
　になっている。） 

乾いた布とアルコールで拭き取ってください。 

ケーブルを交換してください。 

コントローラ交換 

NO

NO

NO

YES

YES

YES

コネクタの配線に 
誤りがないですか？ 

リニアスケールにゴミな 
どが付着していますか？ 

配線ケーブルが 
断線していないですか？ 

コントローラが 
故障している 

以上の結果、解決に至らない場合 
は当社までお問い合せください。 

代替コントローラがあれば 
交換して動作確認する 
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12.3 ドライバ過負荷エラー（エラーコード：D0A）

ドライバ過負荷エラー 

YES

取扱説明書（10.選定条件）を参照 
して動作条件を見直してください。 

外力、抵抗を取り除いてください。 

修理 

コントローラ交換 

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

動作デューティーが高い 

スライダに外力や 
抵抗が加わっている 

アクチュエータ単体が 
メカ的に重い 

コントローラが 
故障している 

以上の結果、解決に至らない場合 
は当社までお問い合せください。 

代替コントローラがあれば 
交換して動作確認する 

電源をOFFにし、手でスラ 
イダを動かして確認する 
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12.4 偏差オーバーフローエラー（エラーコード：C6B）

偏差オーバーフローエラー 

YES

加減速度を落としてください。 

モータケーブルを交換してください。 

干渉物を取り除いてください。 

コントローラ交換 

NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

可搬重量に対して 
加減速度が高い 

コネクタの配線に 
誤りがある 

モータケーブルが断線 
している 

スライダ部が周辺機器と 
干渉している 

コントローラが 
故障している 

以上の結果、解決に至らない場合 
は当社までお問い合せください。 

代替コントローラがあれば 
交換して動作確認する 

①コネクタが確実に接続されていない。 
②ピンが抜けかかっている。 
②接続する軸番が間違えている。 
　（モータ、エンコーダコネクタが入れ違い 
　になっている。） 
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13. ステンレスシートの交換・調整

［交換に必要なもの］

・交換用ステンレスシート

・六角レンチセット

・スケール

・ボックスレンチ（7mm）

・セロハンテープ

・油性ペン

・テンションゲージ（引っ掛け部二股2箇所タイプ）

［注意点］

1.ステンレスシートの張り具合について
ステンレスシートの劣化・消耗は張り具合により左右されます。
ステンレスシートが強い力で張られ、スライダカバーとの隙間が1mm以上になると疲労破断の
原因になります。
一方、張り方が弛みすぎると、ステンレスシートとスライダカバーの裏面が干渉します。

2.ステンレスシートとスライダカバーの裏面との隙間確認
この交換方法の場合、スライダカバーを取外さないで行うのが条件です。
従って、ステンレスシートとスライダカバーの裏面との隙間を直接測定・確認することはでき
ません。
隙間は1mmになるようステンレスシートの張り方を決めています。

［各部の名称］

ステンレスシート 
押さえプレート 

ステンレスシート 
押さえネジ 

ステンレスシート スライダカバー スライダカバー固定ネジ 
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13.1 ステンレスシートの交換手順

1.破損したステンレスシートと新しいステンレスシートの交換

①新しいステンレスシートに傷・汚れがないことを確認します。

②破損したステンレスシートの固定用ネジを緩め、シート押さえプレートを外します。

③破損したステンレスシートと新しいステンレスシートをテープで固定します。

④破損したステンレスシートをゆっくりと引っ張ります。

⑤新しいステンレスシートがスライダの中に入ったことを確認します。

シートをゆっくり 
引っ張る 

新ステンレスシート 

テープで接続する 

破損したステンレスシートと新しいステンレスシートをテープで接続し
破損したステンレスシートをゆっくりと引っ張りシートを入れ替えます。
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13.2 ステンレスシートの張り具合の調整

①一度、ステンレスシートを蛇行がなく左右均一になるように固定します。

（ステンレスシートは磁石で吸着されている為、端から一度シートを剥がす要領で調整すると
うまくできます。またスライダから両端に向かって調整します）

②スライダをストローク中央付近に移動し、前側（反モータ側）のステンレスシート固定ネジと
と押さえプレートを外します。

ステンレスシート固定ネジの前側を外します。 

スライダをストローク中央付近に移動 

③ステンレスシートの張り具合の調整準備

・下図のように、手順②でネジを外した側のステンレスシートを1～2cm上げて矢印の方向へテン
ションゲージを用い1kgの力で引っ張ります。（テンションゲージは先端引っ掛け部が二股に分か
れたものを使用し、ステンレスシートの2箇所にかけて下さい）

・2kgの力で引っ張った状態で、スライダ側から端に向かってステンレスシートを磁石に吸着させ
た後、テンションゲージを外す。（磁石に吸着させると、ステンレスシートはズレません）

・油性ペンと定規を使いサイドカバーとステンレスシートに直線のチェックマークを入れる。

（下図を参考願います）

２ｋｇｆ 

２ｋｇｆ 

ステンレスシートを一度上げて引っ張ります 
（端が1～2cmの高さ） 

油性ペンでチェックマークを入れる 

（テンションゲージにて） 
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④ステンレスシートの張り具合の調整

サイドカバー上のチェックマークとステンレスシート上のチェックマークが0.5mmの間隔になる
ようにシートを矢印方向に調整します。（A部拡大図参照）

（ステンレスシートは磁石で吸着されている為、端から一度シートを剥がす要領で調整すると
うまくできます）

A部 

A部拡大図 

ステンレスシート サイドカバー 

ずれ量 

ステンレスシートを矢印方向に動かして、サイドカバーのチェックマークとステンレスシートの
チェックマークのずれ量が0.5mmになるように微調整します。

この調整を行えば、スライダカバー中央部において、ステンレスシート上面とスライダカバー
裏面との隙間が適切になります。
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⑤シート位置が決まったら、外していた方の袋ナットをステンレスシートが動かない程度に仮締め
します。

ステンレスシートが動かないようにして、外していた方の袋ナットを 
仮締めします。 

13.3 動作確認

①スライダを動かしステンレスシートの張り具合を確認。

スライダを動かしストローク全域でステンレスシートに蛇行がなく左右均一か、波を打って
いないか張り具合を確認します。

左右均一でない場合や波が打っている場合は、再度、調整します。

②緩めていた側の袋ナットを完全に締め、ステンレスシートを固定します。

袋ナットの締め付けトルク（参考値）
359N・cm（36.7kgf・cm）

緩めていた側の2個の袋ナットを交互に締め込み、最後に均等なトルクで締めます。 
もし不均等に締め込むとシートの蛇行や浮きが生じる場合がありますので注意して 
ください。 

スライダを動かして、ステンレスシートがしっかり張れているか再確認します。

最後に、チェックマークをアルコール等で拭き取ってください。
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（＊1）ストロークによっては、最高速度に到達しない場合があります。

（＊2）動作条件により異なります。

型式 単位 H8SS,H8SM H8HS,H8HM L15SS,L15SM
ストローク mm H8SS：50～1650 H8HS：50～1550 150～1650

（100毎） （100毎） （100毎）
H8SM：130～1430 H8HM：130～1230

（100毎） （100毎）
定格推力 N 30 60 30
最大推力 N 90 180 90
最大速度 mm/sec 2,500 2,500 2,500
最大加減速度 G 3 3 3
最大可搬重量 kgf 5 8 5
繰返し位置決め ±mm

0.005精度
負荷モーメント N．m 10,000km走行寿命

（kgf・m） Ma：8.65（0.88） Ma：24.2（2.4）
Mb：8.65（0.88） Mc：24.2（2.4）
Mc：8.65（0.88） Mc：24.2（2.4）

張出負荷長 mm
Ma方向：300以下 Ma方向：525以下
Mb,Mc方向：300以下 Mb,Mc方向：525以下

（＊1）
（＊2）
（＊2）

14. 仕様

14.1 アクチュエータ本体
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14.2 ケーブル図

①ケーブルベア内ケーブル（モータケーブル）

（JST） 
リセプタクルハウジング ：SLP-04V 
ソケットコンタクト ：BSF-21T-P1.4

（JST） 
リセプタクルハウジング ：SLR-04VF 
ピンコンタクト ：BSM-21T-P1.4

（吉野川電線） 
RFV-A050C04　20AWG×4芯 
φ5.7

コネクタカバ 

色 信号 No 
赤 U 1 
白 V 2 
黒 W 3 
緑 PE 4

色 信号 No 
赤 U 1 
白 V 2 
黒 W 3 
緑 PE 4

配線 

AWG20

配線 

AWG20

②ケーブルベア内ケーブル（エンコーダケーブル）

（太陽電線） 
EXT-2-SB/20276　5P×20AWG 
外径：φ7.2

（ヒロセ） 
シングルロウソケット：DF13-12S-1.25C 
圧着端子：DF13-2630SCF

（JST） 
リセプタクルハウジング：XMR-18V 
ピンコンタクト：XBM-001T-P0.6 
リテーナ　　　：XMS-09V

 色 信号 No 
 1B/空 EN_A 8 
 1R/空 EN_/A 7 
 1B/桃 EN_B 6 
 1R/桃 EN_/B 5 
 1B/草 EN_Z 4 
 1R/草 EN_/Z 3 
 1B/橙 SD 2 
 1R/橙 /SD 1 
 1B/灰 5V 9 
 1R/灰 GND 10 
 － NC 11 
 シールド FG 12

 No 信号 色 
 1 EN_A 1B/空 
 2 EN_/A 1R/空 
 3 EN_B 1B/桃 
 4 EN_/B 1R/桃 
 5 EN_Z 1B/草 
 6 EN_Z 1R/草 
 7 NC － 
 8 NC － 
 9 FG シールド 
 10 SD SD 
 11 /SD /SD 
 12 NC NC 
 13 NC NC 
 14 5V 5V  
 15 GND GND 
 16 NC NC 
 17 NC NC 
 18 NC NC

配線 配線 

AWG26

AWG26
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配線 信号 № 
 

0.75sq

PE 
U 
V 
W

1 
2 
3 
4

配線 信号 № 
 

0.75sq 
（圧着） 

U 
V 
W 
PE

1 
2 
3 
4

コントローラ側 メカ側 

L

4

1

1

4

（16） （20） （20） （10） 

（正面図） （正面図） 

（
41
） （
φ
9）
 

（
21
） 

（
18
） 

③コントローラケーブル（モータケーブル）

型式：CB－RCC－MA□□□－RB

※□□□はケーブル長さ（L）を記入

例）080＝8m

配線 信号 № 
 
 
 
 
 
 

0.15sq 
（圧着） 

A/U 
A/U 
B/V 
B/V 
Z/W 
Z/W 
SD 
SD 
BAT＋ 
BAT－ 
VCC 
GND 
BK－ 
BK＋ 
― 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
 シールドはフードにクランプ接続 

配線 信号 № 

 
 
 

0.15sq 
（圧着） 

A/U 
A/U 
B/V 
B/V 
Z/W 
Z/W 
― 
― 
FG 
SD 
SD 
BAT＋ 
BAT－ 
VCC 
GND 
― 
BK－ 
BK＋ 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18

ドレン線およびシールド編組 

コントローラ側 メカ側 

Ｌ 

1,10

9,18

（
φ
8）
 （
36
） 

（16） 

（正面図） 

（
33
） 

（57） 

（正面図） 

（15） （14） 

（
25
） 

④コントローラケーブル（エンコーダケーブル）

型式：CB－RCBC－PA□□□－RB

※□□□はケーブル長さ（L）を記入

例）080＝8m
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14.3 外形寸法図

14.3.1 小型タイプ　H8SS

2.7

F部詳細 
（5：1） 

5
.8

1
0
0

31
35

72

2
3

80

80 D 80

5
0

A

48
10

25

1616
E（max27） ケーブル 52

75

50
80
65±0.02

25

ORG

160st
L（st＋256） ME

60

52
8

75

21
16
.5

15 6
6

（
リ
ー
マ
ピ
ッ
チ
±
0.0
2）
 

（34） 
48

10
SE

ME

（34） 

B×100P
C-M5深さ10

4-φ4H7深さ5

M3用T溝 
（F部） 

9
7

8
6

（
9
5
）
 

3
.3

5.5
1.8

2

4-M5深さ10

4-M3深さ5

2-φ4H7深さ8 1

1

1

有効ストローク 
L 
A 
B 
C 
D 
E 

質量（Kg） 

50 
306 
53 
2 
6 
40 
130 
5.0

150 
406 
53 
3 
8 
140 
180 
6.2

250 
506 
53 
4 
10 
240 
230 
7.4

350 
606 
53 
5 
12 
340 
280 
8.6

450 
706 
53 
6 
14 
440 
330 
9.8

550 
806 
53 
7 
16 
540 
380 
11.0

650 
906 
53 
8 
18 
640 
430 
12.2

750 
1006 
53 
9 
20 
740 
480 
13.4

有効ストローク 
L 
A 
B 
C 
D 
E 

質量（Kg） 

850 
1106 
53 
10 
22 
840 
530 
14.6

950 
1206 
53 
11 
24 
940 
580 
15.8

1050 
1306 
53 
12 
26 
1040 
630 
17.0

1150 
1406 
53 
13 
28 
1140 
680 
18.2

1250 
1506 
53 
14 
30 
1240 
730 
19.4

1350 
1606 
53 
15 
32 
1340 
780 
20.6

1450 
1706 
53 
16 
34 
1440 
830 
21.8

1550 
1803 
53 
17 
36 
1540 
880 
23.0

1650 
1906 
53 
18 
38 
1640 
930 
24.2
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14.3.2 小型タイプ　H8SM

F部詳細 
（5：1） 

72

（
95
）
 

86
23

M3用T溝 
（F部） 

31

97 10
0

80 35

（max22） 2.7

3.
3

5.
8

5.5

1.8

16

8
5275

8

16 4-M3深さ552

 
 

 
 

  

75

25

ME

10
ORG

25
4-M5深さ10

（max22） 

2-φ4H7深さ8
50

65±0.02
80

48

（34） 

160

L（st＋476） 
st60（スライダ間最小） 160 48

ME
10

ORGst

80 80D
B×100P

A

50

C-M5深さ10

4-φ4H7深さ5

（34） 
6

615

60
（リ
ーマ
ビッ
チ±
0.0
2）
 
21
16
.5

有効ストローク 
L 
A 
B 
C 
D 
E 

質量（Kg） 

130 
606 
53 
5 
12 
340 
180 
10.7

230 
706 
53 
6 
14 
440 
230 
11.9

330 
806 
53 
7 
16 
540 
280 
13.1

430 
906 
53 
8 
18 
640 
330 
14.3

530 
1006 
53 
9 
20 
740 
380 
15.5

630 
1106 
53 
10 
22 
840 
430 
16.7

730 
1206 
53 
11 
24 
940 
480 
17.9

830 
1306 
53 
12 
26 
1040 
530 
19.1

有効ストローク 
L 
A 
B 
C 
D 
E 

質量（Kg） 

930 
1406 
53 
13 
28 
1140 
580 
20.3

1030 
1506 
53 
14 
30 
1240 
630 
21.5

1130 
1606 
53 
15 
32 
1340 
680 
22.7

1230 
1706 
53 
16 
34 
1440 
730 
23.9

1330 
1806 
53 
17 
36 
1540 
780 
25.1

1430 
1906 
53 
18 
38 
1640 
830 
26.3
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14.3.3 小型タイプ　H8HS

2.7

10
0

97

（
95
）
 

86
23

31

35 80

M3用T溝 
（F部） 

72

1.8

F部詳細 
（5：1） 

3.
3

5.
8

5.5
  

 
 

 
 

E ケーブル 16 16

21
60

4-M5深さ10

25
25

52
8

75

8

50
L（st＋356） 

st 160
ORG

10 （34） 
ME

65±0.02

2-φ4H7深さ8

15
（リ
ーマ
ビッ
チ±
0.0
2）
 

6
6

16
.5

4-M3深さ552
75

80

98
ME SE

10（34） 
98

80
B×100P

C-M5深さ10
A

50

D 80

4-φ4H7深さ5

有効ストローク 
L 
A 
B 
C 
D 
E 

質量（Kg） 

60 
398 
1 
92 
8 
192 
193 
5.0

120 
458 
1 
152 
8 
252 
218 
5.4

180 
518 
2 
12 
12 
312 
243 
5.7

240 
578 
2 
72 
12 
372 
268 
6.1

300 
638 
2 
132 
12 
432 
293 
6.4

360 
698 
2 
192 
12 
492 
318 
6.8

420 
758 
3 
52 
16 
552 
343 
7.1

480 
818 
3 
112 
16 
612 
393 
7.5

540 
878 
3 
172 
16 
672 
418 
7.9

600 
938 
4 
32 
20 
732 
443 
8.2

660 
998 
4 
92 
20 
792 
468 
8.6

720 
1058 
4 
152 
20 
852 
493 
8.9

780 
1118 
5 
12 
24 
912 
543 
9.3

840 
1178 
5 
72 
24 
972 
568 
9.6

有効ストローク 
L 
A 
B 
C 
D 
E 

質量（Kg） 

900 
1238 
5 
132 
24 
1032 
593 
10.0

960 
1298 
5 
192 
24 
1092 
618 
10.4

1020 
1358 
6 
52 
28 
1152 
643 
10.7

1080 
1418 
6 
112 
28 
1212 
693 
11.1

1140 
1478 
6 
172 
28 
1272 
718 
11.4

1200 
1538 
7 
32 
32 
1332 
743 
11.8

1260 
1598 
7 
92 
32 
1392 
768 
12.1

1320 
1658 
7 
152 
32 
1452 
793 
12.5

1380 
1718 
8 
12 
36 
1512 
843 
12.9

1440 
1778 
8 
72 
36 
1572 
868 
13.2

1500 
1838 
8 
132 
36 
1632 
893 
13.6

1560 
1898 
8 
192 
36 
1692 
918 
13.9

1620 
1958 
9 
52 
40 
1752 
943 
14.3
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INTELLIGENT ACTUATOR

14.3.4 小型タイプ　H8HM
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2.7
1.8

F部詳細 
（5：1） 
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M3用T溝 
（F部） 
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72 31
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80 35
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ME
ORG
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st 160 10

MEORG （34） 10
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65±0.02

1521

4-M3深さ552
75

50
80 2525

4-M5深さ10
2-φ4H7深さ8

160（スライダ間最小） 98

80 D 80

有効ストローク 
L 
A 
B 
C 
D 
E 

質量（Kg） 

130 
806 
53 
7 
16 
540 
180 
13.8

230 
906 
53 
8 
18 
640 
230 
15.0

330 
1006 
53 
9 
20 
740 
280 
16.2

430 
1106 
53 
10 
22 
840 
330 
17.4

530 
1206 
53 
11 
24 
940 
380 
18.6

630 
1306 
53 
12 
26 
1040 
430 
19.8

730 
1406 
53 
13 
28 
1140 
480 
21.0

830 
1506 
53 
14 
30 
1240 
530 
22.2

有効ストローク 
L 
A 
B 
C 
D 
E 

質量（Kg） 

930 
1606 
53 
15 
32 
1340 
580 
23.4

1030 
1706 
53 
16 
34 
1440 
630 
24.6

1130 
1806 
53 
17 
36 
1540 
680 
25.8

1230 
1906 
53 
18 
38 
1640 
730 
27.0
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INTELLIGENT ACTUATOR

14.3.5 扁平タイプ　L15SS

4-φ4H7深さ62

2-φ4H7深さ61

4.5

10.2

32
31

M5

（SC 2：1） 

17
9.8

145
143
115

59.5 80 A

8 8
20 2045

22.5 22.5
45
175

45

80 59.5

ORG
15
32.5175

1
4
5

1
0
5

（
リ
ー
マ
ピ
ッ
チ
±
0.0
2）
 

st
L（st＋240） 

ケーブル 
（max50） 　B

MESE
15

32.5

ME

1
1
5

1
4
5

Tナット挿入用切り欠き 

Tナット挿入用 
切り欠き 

18
.5
4
4
.5
4
5

M4用T溝 
（D部） 

（＊1） 
ケーブルベアが膨らみ、 
上記寸法より若干大きくなる 
可能性が有ります。 

20.2

C3
C3

D部詳細 
（5：1） 

ベース取付部詳細 
（5：1） 

4.
3
7
.3

7
85
（
＊
1）
 

17
9
3

5

2

【付属Tナット】 
材質　　：S10C相当 
表面処理：ユニクロメッキ処理 
重量　　：約14N／個 
付属数量：右上表C欄を参照の事 

8-M5深さ5  ヘリサート 

有効ストローク 
L 
A 
B 
C 

質量（Kg） 

150 
390 
111 
179.5 
8 
6.5

250 
490 
211 
229.5 
10 
7.9

350 
590 
311 
279.5 
12 
9.3

450 
690 
411 
329.5 
14 
10.6

550 
790 
511 
379.5 
16 
12.0

650 
890 
611 
429.5 
18 
13.4

750 
990 
711 
479.5 
20 
14.8

850 
1090 
811 
529.5 
22 
16.2

有効ストローク 
L 
A 
B 
C 

質量（Kg） 

950 
1190 
911 
579.5 
24 
17.5

1050 
1290 
1011 
629.5 
26 
18.9

1150 
1390 
1111 
679.5 
28 
20.3

1250 
1490 
1211 
729.5 
30 
21.7

1350 
1590 
1311 
779.5 
32 
23.1

1450 
1690 
1411 
829.5 
34 
24.4

1550 
1790 
1511 
879.5 
36 
25.8

1650 
1890 
1611 
929.5 
38 
27.2



43

INTELLIGENT ACTUATOR

14.3.6 扁平タイプ　L15SM

4.5

D部詳細 
（5：1） 

ベース取付部詳細 
（5：1） 

（*1） 
ケーブルベアが膨らみ、上記寸法より 
若干大きくなる可能性が有ります。 

【付属Tナット】 
材質 ：S10C相当 
表面処理 ：ユニクロメッキ処理 
重量 ：約14g／個 
付属数量 ：右上表C欄を参照の事 
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切り欠き 
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Tナット挿入用切り欠き 
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8 8
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22.5 22.5

175 2-φ4H7深さ6

45 45 45

st

11
5

有効ストローク 
L 
A 
B 
C 

質量（Kg） 

50 
490 
211 
179.5 
10 
10.0

150 
590 
311 
229.5 
12 
11.4

250 
690 
411 
279.5 
14 
12.8

350 
790 
511 
329.5 
16 
14.2

450 
890 
611 
379.5 
18 
15.6

550 
990 
711 
429.5 
20 
17.0

650 
1090 
811 
479.5 
22 
18.4

750 
1190 
911 
529.5 
24 
19.8

有効ストローク 
L 
A 
B 
C 

質量（Kg） 

850 
1290 
1011 
579.5 
26 
21.2

950 
1390 
1111 
629.5 
28 
22.6

1050 
1490 
1211 
679.5 
30 
24.0

1150 
1590 
1311 
729.5 
32 
25.4

1250 
1690 
1411 
779.5 
34 
26.8

1350 
1790 
1511 
829.5 
36 
28.3

1450 
1890 
1611 
879.5 
38 
29.7
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